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Ⅰ 学校教育学部の教育目的と特徴  

１ 学校教育学部の目的  
 学校教育学部の目的は,学則第 29 条において「学校教育学部は,学術の中心として広く豊

かな知識を授けるとともに,学校教育に関する専門の学芸を教授研究し,知的,道徳的及び

応用的能力を展開しうる優れた初等教育教員及び中学校教員を養成することを目的とす

る。」と定めている。 

 また，中期目標では「教員としての必要な基礎的・実践的な資質や能力を習得し,広い視

野に立って教育活動を実施し,地域の教育課題に応え,教育の改善に役立つことのできる教

員の養成を行うこと」と定めている。 

 
 
２   学校教育学部の特徴   

(1)教育の実施体制  
①教育実践学を中核とする教員養成コア・カリキュラムの構築及び学部・大学院の６

年間を見通した教員養成の実施  
②教員の質の向上を図るための評価  
③教育内容の質の向上を図る教材開発，学習指導法の改善に向けた取組    

   
 
(2)教育内容  

  ①実地教育における４年間を通した実践型重視の教育課程  
②複数免許取得を可能とする時間割編成  
③教育内容の充実を図るため，社会のニーズに即した教育課程，教育方法，成績評価

等の改善・実施  
   

 
(3)教育方法  
 ①大学設置基準を上回る教員による少人数教育の実施  

②適切でバランスのとれた授業形態（講義，演習，実験・実習・実技）  
   
 
３  入学者の状況  
  学校教育学部の入学定員は 100 人であり，過去４年間における定員充足率は，平均

117％である。 

 
 
４  想定する関係者とその期待  

本学では，初等中等教育における教育専門職をめざす学部生・大学院生，卒業生・修

了生，教育委員会等教育行政関係者及び国内外の学校現場の教員並びに学校で学ぶ児

童・生徒とその保護者及び地域社会を関係者として想定している。  
これらの関係者が本学に対して期待することは，人間性豊かで，実践的指導力を持ち，

学校現場における問題解決能力を持った優れた教員を養成することである。  
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

(観点に係る状況) 

学校教育学部の基本的組織の編成

は，学部の教育目的に基づき，初等教

育教員及び中学校教員等を養成するた

めに４専修を置き，小学校教育専修及

び中学校教育専修の下に，特定の分野

についての専門性を深めるため，21 コ

ースを置いている（貼付資料学１－１

－１）。  
 学校教育学部の入学定員は 100 人で

ある。過去４年間の入学定員に対する

定員充足率は平均 117％であり，入学

定員を超えているが大幅に超えている

状況ではない。 

 教員組織は，「鳴門教育大学部組織運

営規則」に基づき，第１部から第５部

に分けて編成し，さらにそれぞれの部

を構成する組織として 17 の講座を設

けている（貼付資料学１－１－２）。 

 学校教育学部を担当する教員数は，

大学設置基準に示された専任教員数

（55 人）に対し，それを上回る 158 人（内教授 76 人）を擁し，基準を十分に満たすとと

もに，課程認定上の教員を適切に配置している。 

 学校教育学部の教育目的を達成するため，全学的なセンターとして，地域連携センター，

実技教育研究指導センター，高度情報研究教育センター及び心身健康研究教育センターの

４センターを設置しているほか，現代社会の教育ニーズに応えるため時限的措置と

して，小学校英語教育センター及び教員教育国際協力センターの２センターを設置している 。 

 

資料学１－１－２ 「鳴門教育大学部組織運営規則」（第１・２条抜粋） 

 （趣旨）  
第１条 この規則は，国立大学法人鳴門教育大学学則（平成１６年学則第１号。以下「学則」という。）

第１９条の規定に基づき，鳴門教育大学（以下「本学」という。）の部の組織及び運営等について，

必要な事項を定める。  
 （組織）  
第２条 本学の部及び部を構成する講座は，次のとおりとする。  

部  部  を  構  成  す  る  講  座  

第１部  人間形成講座，学校改善講座，授業開発講座，教育臨床講座，幼年発達支援講座，特別支

援教育講座  

第２部  総合学習開発講座，言語系（国語）教育講座，言語系（英語）教育講座，社会系教育講座

第３部  自然系（数学）教育講座，自然系（理科）教育講座  

第４部  芸術系（音楽）教育講座，芸術系（美術）教育講座  

第５部  生活・健康系（保健体育）教育講座，生活・健康系（技術）教育講座，生活・健康系（家

庭）教育講座  

資料学１－１－１ 「教育・研究組織図」（学部）

 
 (出典 ウェブページ〔大学概要  教育・研究組織図 (学部 )〕)

URL http://www.naruto-u.ac.jp/01_soumu/ 

0102_kikaku/sosiki-gakubu.htm



鳴門教育大学学校教育学部 分析項目Ⅰ 

1-4 

２ 地域連携センター，実技教育研究指導センター，高度情報研究教育センター，小学校英語教育セン

ター，教員教育国際協力センター及び心身健康研究教育センターに所属する教員は，それぞれの研究

分野に応じて，前項のいずれかの一の部に併任するものとする。  
（出典 ウェブページ 〔広報・公開 規則集 管理運営 鳴門教育大学部組織運営規則〕）

URL https://www.naruto-u.ac.jp/kisoku/img/02kanriunei/206.pdf

 

 

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況) 

学校教育学部における教育内容，教育方法の改善に向けて取り組む体制として，学部教

務委員会の下に「ファカルティ・ディベロップメント（FD）推進事業専門部会」を設置し，

平成 16 年度以降，講演会やシンポジウムを開催するほか，「学部授業改善のための FD ワー

クショップ」，「学部の公開授業週間」，「特別公開授業」及び「授業研究会」等の事業を実

施している。これらの事業結果は，「ファカルティ・ディベロップメント推進事業実施報告

書」として刊行し，改善のための提言を行っている。 

 また，「学生による授業評価専門部会」では，学生による授業評価を毎学期実施し，アン

ケート結果を各教員にフィードバックするとともに，その分析・評価と授業改善の具体策

を「学生による授業評価実施報告書」にまとめ，公表している。 

 さらに，平成 19 年度から，これらのシステムが教育の質の向上や改善に結びつけるシス

テムとして機能しているかを評価するため，評価委員会の下に，学外委員を含めた「教育

評価部会」を設置し，評価を実施し，その評価結果をウェブページに公開している（貼付

資料学１－２－１）。  
このような体制に基づき，大学全体として教育内容・教育方法及び教育の質の向上への

改善に努め，学部・大学院の授業をとおした実践研究の成果を研究論考集「鳴門教育大学

授業実践研究」にまとめるとともに，平成 17 年度から教員養成コア・カリキュラム（教育

実践コア科目等）を開発・導入した（貼付資料学１－２－２）。  
 

 

資料学１－２－１ 教育・研究評価結果報告書 

 
（出典：ウェブページ〔法人情報〕）

URL: http://www.naruto-u.ac.jp/01_soumu/0102_kikaku/kyouiku-kenkyuhyouka.html
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(２)分析項目の水準及びその判断理由 

 (水準)  期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

基本的組織の構成について，学校教育学部の教育組織及び教員組織は，教育目的に即し

た構成となっており，教員配置についても，大学設置基準を大きく上回っている。学校教

育学部を支援するセンターについても，従来からの４センターに加えて，現代社会の教育

ニーズに応えるため，独自に２センターを時限的に設置している。学生数については，入

学定員をやや上回っている。  
 教育内容，教育方法の改善に向けて，FD 推進事業専門部会，学生による授業評価専門部

会や学外委員を交えた教育評価部会等の全学的体制を構築し，これらにより，学外者を含

めた「学部授業改善のための FD ワークショップ」，「学部の公開授業週間」，「特別公開授業」

及び「授業研究会」等を実施した。その成果として，平成 17 年度から実践力を培うための

教員養成コア・カリキュラム（教育実践コア科目等）を開設し，学生の早期からの教職へ

の意識高揚や，学校現場に対する理解を深めた。 

以上のことから，「期待される水準を上回る」と判断できる。  
 

 

 

 

 

 

 

 

資料学１－２－２ 教育実践学を中核とした教員養成コア・カリキュラム 

（出典 「教育実践学を中核とする教員養成コア・カリキュラム－鳴門プラン－」

暁教育図書 平成 18 年７月）



鳴門教育大学学校教育学部 分析項目Ⅱ 

1-6 

分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

(観点に係る状況) 

学校教育学部においては，教員としての必要な基礎的・実践的な資質や能力を習得し ,
広い視野に立って教育活動を実施し ,地域の教育課題に応え ,教育の改善に役立つことので

きる教員の養成を行うことを目的として，教育課程を教養基礎科目，教育実践コア科目，

教職共通科目，専修専門科目及び卒業研究に区分し，体系的に編成している（貼付資料学

２－１－１～３）。 

また，複数免許の取得が可能な時間割編成にするとともに，各々の授業の目的・主旨・

計画・評価基準等の内容を，シラバスに明記し学生に周知している。  
 

資料学２－１－１ 「教育課程」 

 
（出典 「平成 19 年度学部履修の手引」）
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資料学２－１－２ 「授業科目の区分及び内容」  

 
（出典 「平成 19 年度学部履修の手引」）

 

資料学２－１－３ 「各専修別・授業科目区分等別の所要修得単位数一覧表」（抜粋） 

 

（出典 「平成 19 年度学部履修の手引」）
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観点 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況) 

学校教育学部においては，学生の多様なニーズに対応した教育を実現するために，幼

児・小学校・中学校・障害児の各専修の科目履修に加えて，専修を越えた科目履修が可能

となるように配慮しており，卒業時には複数の免許状が取得可能としている（貼付資料学

２－２－１）。  
さらに，教育上有益と認める場合は，60 単位を超えない範囲で，単位互換による認定，

大学以外の教育施設等における学修，入学前の既修得単位の認定制度を設け，本学の卒業

要件として認定することが可能である。単位互換については，放送大学及び徳島大学と協

定を締結している。 

一方，社会からの要請に対応した教育を実現するために，保育士・学校図書館司書教諭・

学芸員の資格取得のための授業を開講するとともに，聴講生・研究生・科目等履修生の受

入制度を設けている（貼付資料学２－２－２，３）。  
「教員インターンシップ」については，実地教育における選択科目とし，平成 20 年度

から単位化することとしている。   
さらに，編入学は，欠員のある場合に限り，選考の上，短期大学や高等専門学校を卒業

した者を受け入れる制度を設けている。 

資料学２－２－１ 「教育職員免許状」 

 

 
（出典 「平成 19 年度学部履修の手引」）
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資料学２－２－２ 「保育士・学校図書館司書教諭・学芸員（教育職員免許以外の資格取得状況）

 
（出典 教務課資料：「保育士・学校図書館司書教諭・学芸員（教育職員免許状以外の資格取得状況）」）

 

 

 

 

資料学２－２－３ 「科目等履修生等数」 

 
（出典 教務課資料：「科目等履修生等数」）

 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

教育課程の編成については，教養基礎科目，教育実践コア科目，教職共通科目，専修専

門科目及び卒業研究に区分し，幅広い基礎知識の上に立つ総合的な能力を習得できるよう

体系的に編成している。  
 また，学生や社会の多様なニーズに即して，専修を越えた科目の履修，他大学との単位

互換，諸資格の取得，聴講生・研究生・科目等履修生制度を設けており，受入状況からみ

て，これらの制度が活用されている。  
 以上のことから，「期待される水準を上回っている」と判断できる。  
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分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

学校教育学部は，教員に求め

られる力量を総合的に養うため，

教養基礎科目及び教育実践コア

科目は演習中心（教養基礎科目:

演習 76%，教育実践コア科目：

演習 98%），教職共通科目及び専

修専門科目は講義中心（教職共

通科目：講義 69%，専修専門科

目：講義 52%）と多様な授業形

態をとっており，その割合は科

目区分の性質に則した適切なバ

ランスとなっている（貼付資料

学３－１－１，１－６頁：貼付

資料学２－１－１参照）。 

学習指導法は授業内容に応じ

て次のような工夫を行っている。 

「実地教育」では，大学の他

の講義（初等中等教科教育実践

Ⅰ～Ⅲ等）と関連性を持たせ，

４年間を通じた体系的な編成と

している。また，事後指導にお

いて授業映像データベースに蓄

積された映像を活用している（貼付資

料学３－１－２）。  
さらに，「総合演習」では，教師に

求められる創造性や協調性を養うため

に，少人数グループによるフィールド

型授業形態を取り入れている（貼付資

料学３－１－３）。平成 19 年度の履修

者数及びそのグループごとの人数は，

貼付資料３－１－４の通りである。 

「英語コミュニケーション」では，

嘱託外国人講師による少人数グループ

教育を実施している。  
「演習」，「実験」科目では TA を活

用し，教員に求められる知識とスキル

を確実に定着させるように配慮してい

る。 

なお，各授業科目について，シラバ

ス作成要領に基づいて授業の目標・計

画ならびに評価基準等が作成されてい

る。シラバスは紙媒体とウェブページ

により公開し，学生は授業科目の選択

及び学習準備，教員はガイダンス及び

各授業の成績評価の際に活用している。  

資料学３－１－１ 「学校教育学部開設授業科目形態

一覧」 

 

（出典 「平成 19 年度学部履修の手引）

資料学３－１－２ 「教育実践映像ＤＢ」 

 

（出典「鳴門教育大学ウェブページ【学内専用】」）
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資料学３－１－３ 「平成 19 年度学部授業概要」 

（教育実践コア科目／初等中等教科教育実践Ⅰ抜粋） 

 
（出典 「平成 19 年度学部授業概要」）

資料学３－１－４ 平成 19 年度「総合演習」グループ別履修者数  

 
（出典 教務課資料：平成 19 年度「総合演習」グループ別履修者数）
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観点 主体的な学習を促す取組 

 (観点に係る状況) 

学生の主体的な学習を支援するために，次のような体制と環境を整備している。 

各授業担当教員はオフィスアワーを設定し，授業に関する質問・相談を受けるとともに，

クラス担当教員は履修状況の把握並びに履修上の相談及び助言を行い，３年次からは指導

教員を配置し，コース別，個別のきめ細やかな指導体制を築いている。 

また，専修・コースごとに専修室を配置するとともに，高度情報研究教育センターをは

じめ，各棟に端末室（24 時間利用可）を，芸術棟には 40 室を超えるピアノ練習室（20 時

まで利用可）を，図書館（22 時まで利用可）には研究個室やセミナー室をそれぞれ設置す

るなど便宜を図っている。さらに水曜の午後は，自主学習時間を確保するために，可能な

限り授業を開講しないこととしている。 

そのほか，実技教育研究指導センターにおいて補充的指導を実施している。個人の能力

差が大きい実技に関しては，「グレード制」を設け，希望する学生には個々の能力に応じた

指導を行い，達成度を認定してい

る（貼付資料学３－２－１）。  
一方，単位の実質化を実現する

ために，前述の学習・研究指導体

制及び学習環境の整備に加えて，

授業目的等をシラバスに明示して

いる。  
 具体的な内容としては，シラバ

スに授業の目的及び主旨・到達目

標，授業計画（学習内容），履修上

の注意事項，成績評価方法，テキ

スト・参考文献を明記することで，

履修選択の便宜及び予習・復習の

促進を図っている。  
特に，講義科目については筆記

試験を実施し，目標達成度を５段

階で評定するなど，厳格な成績評

価を行っている。  
なお，学生は，評定と点数の相

対的位置をウェブページで確認し，

学びの成果が自己点検できるよう

になっている（貼付資料学３－２

－２）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料学３－２－１ 「実技教育研究指導センター活動

状況」（抜粋） 

       （出典 「鳴門教育大学実技教育研究 18」）



鳴門教育大学学校教育学部 分析項目Ⅲ 

1-13 

 

 

資料学３－２－２ 「在学生の方へ」ライブ・キャンパス（在学生専用） 

Academic Affair System 

 
（出典 ウェブページ〔「在学生の方へ」ライブ・キャンパス（在学生専用）〕）

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

授業形態の組み合わせと学習指導法の工夫については，教員養成という本学の目的に相

応しい，バランスの取れた授業科目と多様な授業形態としている。また，「実地教育」では

授業映像データベースを活用し，「総合演習」では，少人数グループによるフィールド型授

業形態を取り入れ，「英語コミュニケーション」では，嘱託外国人講師による少人数グルー

プ教育を行っている。  
 主体的な学習を促す取組については，授業担当教員に加え，クラス担当教員や指導教員

を配置し指導に当たるなど，個々の学生の履修に対する体制を整えている。また，学習・

研究環境についても，自習のための環境を十分に整備し，研究個室やセミナー室等の利用

時間について便宜を図っている。   
さらに，単位の実質化に向けて，水曜の午後は，自主学習時間を確保するために，可能

な限り授業を開講しないこととしている。また，前述の指導体制に加えて，シラバスで授

業目的等の明確化を図るととともに，試験，レポート，授業への出席状況及び授業態度等

を総合して評価を行い，単位の認定については，目標達成度を５段階で評定し，その旨は，

シラバスに「成績評価方法」として明示している。  
 これらの学習指導法の工夫や主体的な学習を促す取組により，学生の学習意欲及び学習

への関心が高まり，積極的に授業へ臨む姿勢が見られるなど効果があがっている。  
以上のことから，「期待される水準を上回っている」と判断できる。
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分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 

教育の成果は，実地教育受講資格判定，単位修得，卒業及び学位取得，教育職員免許状

一括申請件数，学生表彰の状況から判断することができる。  
附属学校実習の受講資格は，教養基礎科目，教育実践コア科目，教職共通科目及び専修

専門科目において，判定基準以上の単位を修得した学生に実地教育受講資格が与えられる

（貼付資料学４－１－１）。過去４年間の実地教育受講資格判定状況は各年度とも 95％を

超えている（貼付資料学４－１－２）。  
単位認定については，合格であるＣ判定以上の割合が 85％を超えている（貼付資料学４

－１－３）。 

学位取得率については約 93％，教育職員免許状一括申請件数については延べ 421 件であ

る（貼付資料学４－１－４～５）。教育職員免許状以外の資格については，保育士，学校図

書館司書教諭，学芸員の資格を取得している（１－９頁：貼付資料学２－２－２参照）。  
また，学生表彰については，４年間で 11 件である（貼付資料学４－１－６）。  
 

資料学４－１－１ 「主免教育実習，副免教育実習，特別支援教育実習及び 

教員インターンシップの受講資格に関する申合せ」 

 
（出典 「平成 19 年度学部履修の手引き」）

 

資料学４－１－２ 「実地教育受講資格判定結果調査」（学部） 

 
（出典 教務課資料：「実地教育受講資格判定調査」）
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資料学４－１－３ 「平成 18 年度各授業科目区分の成績評価」（学部） 

 

 
（出典 教務課資料：「平成 18 年度各授業科目区分の成績評価」）

 

 

資料学４－１－４ 「平成 19 年度学位取得率」（学士課程） 

 

 
（出典 教務課資料：「平成 19 年度学位取得率」（学士課程））

 

 

資料学４－１－５ 「平成 19 年度教育職員免許状一括申請件数一覧表」（学部） 

（出典 教務課資料：「平成 19 年度教育職員免許状一括申請件数一覧表」（学部））
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資料学４－１－６ 学部生表彰件数一覧及び表彰一覧（抜粋） 

 
（出典 学生課資料：「学部生表彰件数及び表彰一覧（抜粋）」）

 

 

 

観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 

平成 20 年３月に卒業者を対象として実施したアンケート結果においては，「本学で学ん

だことの成果について」に関する設問で，「具体的な成果として：一般的資質」では，「十

分身に付いた」「どちらかといえば身に付いた」の肯定的意見が約 64％であり（貼付資料

学４－２－１），また，「具体的な成果として：教員資質」については，「十分身に付いた」

「どちらかといえば身に付いた」の肯定的意見が約 54％（貼付資料学４－２－２），さら

に「総合的に判断して，社会に出て，本学の教育内容が役立つと思うか」については，「思

う」「どちらかといえば思う」が約 58％という状況にある（貼付資料学４－２－３）。  
 

資料学４－２－１ 「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」（学部卒業者） 

（平成 20 年３月実施） 

 
（出典 教務課資料：「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」（学部卒業者））
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資料学４－２－２ 「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」（学部卒業者）  

（平成 20 年３月実施） 

 

（出典 教務課資料：「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」（学部卒業者））

 

 

資料学４－２－３ 「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」（学部卒業者） 

（平成 20 年３月実施） 

 

 
 

（出典 教務課資料：「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」（学部卒業者））

 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

学生が身に付けた学力や資質・能力については，実地教育受講資格判定（取得率 95％），

単位修得（認定率 85％），卒業及び学位取得（取得率 93％），教育職員免許状一括申請件数

（申請者 121 人で 421 件申請）等の状況から，教育の成果はあがっている。 

 学業の成果に関する学生の評価については，平成 20 年３月に卒業者を対象として実施し

たアンケート結果において，「本学で学んだことの成果について」に関する設問で，「具体

的な成果として：一般的資質」では，「十分身に付いた」「どちらかといえば身に付いた」

の肯定的意見が約 64％であり，また，「具体的な成果として：教員資質」については，「十

分身に付いた」「どちらかといえば身に付いた」の肯定的意見が約 54％，さらに「総合的

に判断して，社会に出て，本学の教育内容が役立つと思うか」については，「思う」「どち

らかといえば思う」が約 58％という状況にあることから，学生の満足度は高い。 

 以上のことから，「期待される水準を上回る」と判断できる。 
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分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業後の進路の状況 

(観点に係る状況) 

学校教育学部卒業生の進路・進学の状況については，教員への就職が大半を占めるが，

進学，その他教員以外への就職もある。国立大学法人化後の平成 16 年度以降の教員就職率

は，中期計画において目標とする 60％を上回り，進学者を除く就職率も 70％以上で，比較

的高い状況にある（貼付資料学５－１－１）。  
 また，卒業後の都道府県別教員就職先は，平成 16 年度以降の４年間では，北海道・東北

を除く全ての地域に及んでいる（貼付資料学５－１－２）。  
 
資料学５－１－１ 「学校教育学部卒業者の進路状況」 

 （出典 学生課資料：「学校教育学部卒業者の進路状況」）

 

資料学５－１－２ 「学校教育学部都道府県別教員就職状況」 

（出典 学生課資料：「学校教育学部都道府県別就職状況」）

 

 

 

観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 

平成 17 年１月及び平成 19 年 10 月に実施した，徳島県下の教育委員会教育長や公立学

校長を対象としたアンケート調査の結果，本学学校教育学部卒業生に対しては，「総合的に

評価して，教員として満足できる」との問に対し，「そう思う」「どちらかとい言えばそう

思う」の肯定的意見が平成 16 年度は 76.2％，平成 19 年度は 81.2％となっている。また，



鳴門教育大学学校教育学部 分析項目Ⅴ 

1-19 

「全体的な印象」に係る設問事項 10 項目中 9 項目が肯定的評価を受けている（貼付資

料学５－２－１，２）。 

平成 20 年３月に実施した，卒業生へのアンケート結果では，「総合的に判断して，社会

に出て，本学の教育内容が役立つと思うか」との問に対し，「思う」「どちらかといえば思

う」の肯定的意見が約 58％である（１－17 頁：資料学４－２－３参照）。  
 
 

資料学５－２－１ 「鳴門教育大学におけるこれまでの教育研究に関するアンケート」 

（平成 17 年 1 月実施） 

 

 
（出典 「鳴門教育大学におけるこれまでの教育研究の実施状況及び地域社会との連携状況等報告書」）

 

 

 

資料学５－２－２ 「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」（教育長・公立学校長）

（平成 19 年 10 月実施） 

 
（出典 「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」（教育長・公立学校長））
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(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

卒業後の進路の状況については，平成 17 年度以降，「教員就職率を 60％とする」という

中期計画の達成目標を上回り，60％以上を維持し，かつ上昇傾向にあること，また，関係

者からの評価については，徳島県下の教育委員会教育長や公立学校長及び卒業生に対する

アンケート調査の結果から，養成すべき教員の資質や能力について高い評価を得ているこ

とから，教育大学としての目標を達成しており，教育面での成果があがっているといえる。 

以上のことから，「期待される水準を上回る」と判断できる。
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Ⅲ 質の向上度の判断 
 

①事例１「ファカルティ・ディベロップメントの推進とその成果の実体化」(分析項目Ⅰ) 

 

 (質の向上があったと判断する取組) 

本学では，学部における教育内容，教育方法の改善におけるファカルティ・ディベロッ

プメント（FD）推進の重要性を深く認識し，法人化と同時に学部教務委員会の下に「ファ

カルティ・ディベロップメント（FD）推進事業専門部会」を設置し，平成 16 年度以降，講

演会やシンポジウムを開催するほか，「学部授業改善のための FD ワークショップ」，「学部

の公開授業週間」，「特別公開授業」及び「授業研究会」等の事業を実施している。これら

の事業結果は，毎年度「ファカルティ・ディベロップメント推進事業実施報告書」として

刊行し，全学的な視点から FD 改善のための提言（「短期的に実現可能な提言」及び「中長

期的に実現可能な提言」）を行い，具体的な改善を行っている（貼付資料学６－１－１）。 

当初の「FD 推進事業」の参加対象者は，教員であったが，多様な見地から検討を行うた

め，平成 18 年度からは５名の学外者（教育委員会関係者）と学部学生を，平成 19 年度か

らは大学院生を加えて「授業改善のための FD ワークショップ」を開催した。  
このような体制に基づき，教育内容・教育方法及び教育の質の向上への改善に資するた

めの体制や，授業にフィールド型及び対話型（討論型）による手法を取り入れるなどし，

充実を図った。なお，平成 17 年度から開設した教員養成コア・カリキュラム（教育実践コ

ア科目等）は，FD 推進事業の成果を反映したものである。 

さらに，平成 19 年度からは，外部委員３名，学内委員３名で組織する「教育評価部会」

を設け，その評価項目の一つとして，FD 推進体制が実質的に機能しているかを検証・評価

し，さらに改善すべき点については学長に提言することとしている。  
こうした継続的な取り組みのもとに，教育内容・教育方法の改善及びカリキュラム開発

を行い，高い教育水準を維持している（貼付資料学６－１－２）。 

 

資料学６－１－１ 本学におけるＦＤ推進事業改善のための提言（抜粋） 

 

 ○短期的に実現可能な提言  
・平成 18 年度に実施したワークショップでは，本学教員，学生に加え，教育委員会関係者という，

これまでにない枠組みで行った。学生と教員が，授業改善について話し合い，互いに，授業改善

方法について智恵を出し合う場を設けたという意味では，貴重な空間を確保できたと考えられ，

本ワークショップに類似した事業を継続的に実施できるとＦＤの効果が具体的になるのではな

かろうか。その場合，前年度に実施した報告書を参照しつつ，得られた改善策に関するフィード

バックができると効果的であろう。しかし，学内のワークショップのみでは，最新のＦＤに関す

る活動や理念を知ることができないため，適時，外部の専門講師の招聘による講演会やシンポジ

ウムも必要と思われる。今回のワークショップでは，全体を５グループに分け，１グループ当た

り約 10 名から 15 名構成で実施した。より効果的に議論することを考えると，やや人数が多く，

１グループ当たり６名前後とすることが望ましいと思われる。  
 
○中・長期的に実現可能な提言  
 ・学校教員養成プログラム（長期履修制度）を利用している大学院生が増加していることに加え，

本学大学院では学部授業の最大履修単位数を 40 単位としている。そのため近年，学部授業を履

修している大学院生が急増している。従来，ＦＤ推進事業専門部会は，学部教務委員会の一専門

部会という位置付けであった。このような現状を考慮し，大学院教務委員会と学部教務委員会の

合同ＦＤ推進事業専門部会という組織に改組し，大学院生も受講することを考慮した学部授業改

善を目標とするＦＤ事業の推進を提案する。  
 

（出典 「平成 18 年度ファカルティ・ディベロップメント推進事業実施報告書」）
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資料学６－１－２ 平成 18 年度教員免許課程認定大学実地視察の報告書（抜粋） 

 

（出典 平成 18 年度教員免許課程認定大学実地視察の報告書）

 

 

②事例２「コア・カリキュラムの実施による教育実践力の向上」(分析項目Ⅱ・Ⅲ) 

 

(質の向上があったと判断する取組) 

学校教育学部では，教育内容及び教育方法を充実させるため，教育実践学を中核とする

コア・カリキュラムを開発し，平成 17 年度から実施している。本カリキュラムは，教科内

容学(教科専門)・教科教育学（教科教育専門）・教育科学（教職専門）の理論知と教育実践

の実践知を統合した「教育実践学」をコア領域とし，教養基礎科目，教育実践コア科目，

教職共通科目，専修専門科目，卒業研究によって構成している（１－６頁：貼付資料学２

－１－１参照）。特にカリキュラムの中核となる教育実践コア科目「初等中等教科教育実践」

を１年次から３年次まで系統的に展開し，さらに教職共通科目として，ふれあい実習・実

地教育を体系的に１年次から４年間にわたって実施している。この教育実践コア科目では，

教科内容学と教科教育学を専門とする教員，附属学校教員及び連携協力校の現職教員が協

働で授業を行うことにより教育実践力の育成を目指している。 

これらの授業については，毎年学生による授業評価を実施し，その講義及び演習の内容

の見直しを行っており，全コースの学生による授業評価の結果は，平成 17 年度・18 年度

を通した平均値が５段階評価で 4.2 であり，非常に高い評価を得ている。 

本学の教員養成コア・カリキュラムは，現在，学年進行中であり，教育実践力の向上に

ついての成果は測りにくい状況にあるが，学生の早期からの教職への意識高揚や，学校現

場に対する理解を深めるという効果は，学生に対する授業評価結果等に表れている。また，

教員養成の関係機関や認証評価結果においても高い評価を得ている。これらの教育実践力

向上への取組は，平成 18 年度文部科学省「特色ある大学教育支援プログラム（特色ＧＰ）」

において「教育実践の省察力を持つ教員養成—教育実践力自己開発・評価システムを組み込

んだ教員養成コア・カリキュラムの展開を通して−」が採択された。  
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③事例３「学生への指導体制の充実・改善による教員就職率の向上」(分析項目Ⅳ) 

 

(質の向上があったと判断する取組) 

前掲事例１及び２などの教育内容・教育方法の改善に関する取り組みに加えて，学生へ

の指導体制として，法人化前からクラス担任制の採用，専修毎に各教員が協力して学生の

学修や進路等に関する指導，合宿研修における教員就職研修，ボランティア活動の推進，

フレンドシップ事業，課外活動指導等を行ってきた。  
 さらに，法人化後は，従来からの指導体制をより充実させるとともに，新たに就職支援

室へ教員就職支援チーフアドバイザー（専任教員）を配置し，指導教員との連携指導体制

を構築し，学生への日常的で恒常的な学生支援体制を充実させた（貼付資料学６－３－１）。 
  このような学生指導体制の充実・改善の成果は，「関係者による評価」や実際の「教員

採用数の増加」として現れている。徳島県下の教育委員会教育長や公立学校長を対象とし

た本学卒業生に関するアンケート調査の「総合的に評価して，教員として満足できる」の

項目では，平成 17 年度は 76.2％が肯定的な回答をしているのに対して，平成 19 年度は

81.4％に上昇している。法人化後の教員就職状況は，平成 16 年度は 63 名 62.4%，平成 17

年度は 74 名 62.7%，18 年度 64 名 64.0%，19 年度 80 名 66.1%である（１－18 頁：貼付資料

学５－１－１）。 

また，それに伴い，全国の教員養成系大学の教員就職状況の順位も，16 年度 44 位，17

年度 10 位，18 年度９位となっている。 

このように，関係者からの高い評価や教員就職率が向上している状況から，これらは優

れた取組といえる。 

 

資料学６－３－１ 就職支援室体制図  
 

 
（出典 学生課資料：就職支援室体制図）
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Ⅰ 学校教育研究科の教育目的と特徴  

 
１ 学校教育研究科の目的 
 学校教育研究科の目的は,学則第 57 条において「本学大学院は,広い視野に立って精深な学識を授け,

学校教育に関する理論と応用及び教育実践の場における高度の教育研究能力を養うとともに,教育にた

ずさわる者の使命と熱意に応え,その研究研鑽を推進することを目的とする。」と定めている。 

また，中期目標では「教育に関する専門職として必要な資質や能力の向上を図り,学校教育の創造に

主体的に取り組むことのできる高度な実践的力量を涵養する」ことと定めている。   
 
 

２  学校教育研究科の特徴 
(1)教育の実施体制 

①教育実践学を中核とする教員養成コア・カリキュラムの構築及び学部・大学院の６年間を見通し

た教員養成の実施 

②教員の質の向上を図るための評価    

③教育内容の質の向上を図る教材開発，学習指導法の改善に向けた取組 

   

 

(2)教育内容 

   ①長期履修学生制度を活用した学校教員養成プログラムの導入 

②教育内容の充実を図るため，社会のニーズに即した教育課程，教育方法，成績評価等の志向・実

施 

 

   

(3)教育方法 

  ①１４条特例による昼夜開講制の実施 

  ②少人数制による講義及び指導 

  ③授業内容に応じ適宜，有効かつ多様な授業形態（講義，演習等）による実施 

   
 

３ 入学者の状況 
  学校教育研究科の入学定員は 300 人であり，過去４年間における定員充足率は，平均 85％である。 

 
 
４ 想定する関係者とその期待 

本学では，初等中等教育における教育専門職をめざす学部生・院生，卒業生・修了生，教育委員会

等教育行政関係者及び国内外の学校現場の教員並びに学校で学ぶ児童・生徒とその保護者及び地域社

会を関係者として想定している。 
これらの関係者が本学に対して期待することは，人間性豊かで，高度な実践的指導力と学校現場に

おける課題解決能力を持った優れた教員を養成することである。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 
分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

(観点に係る状況) 
学校教育研究科は３専攻を置き，その下に特定の分野についての専門性を高めるため，12 コースを

置いている（貼付資料院１－１－１）。 
 また，研究科における入学定員は 300 人である。過去４年間の定員充足率は平均 84.5％であり，入

学定員を下回っている。 

 教員組織の構成は，「鳴門教育大学部組織運営規則」に基づき，第１部から第５部に分けて編成し，

さらにそれぞれの部を構成する組織として 17 の講座を設けている（貼付資料院１－１－２）。 
 学校教育研究科を担当する教員数は，大学院設置基準に示された研究指導教員数（51 人），研究指導

補助教員数（40 人）に，対し，それぞれ 76 人，75 人を擁し（貼付資料院１－１－３），基準を十分に

満たすとともに，課程認定上の教員を適切に配置している。 

資料院１－１－１ 「教育・研究組織図」 

 
（出典 ウェブページ〔大学概要 教育研究組織図（大学院）〕）

URL http://www.naruto-u.ac.jp/01_soumu/0102_kikaku/sosiki-in.htm

資料院１－１－２ 「教育研究組織・施設」 

 
（出典 ウェブページ〔学部・大学院〕）URL http://www.naruto-u.ac.jp/menu/department.html
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資料院１－１－３ 「専攻等ごとの研究指導教員数及び研究指導補助教員数」 

 
（出典 総務課資料：専攻等ごとの研究指導教員数及び研究指導補助教員数）

 
 
 
観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況) 
教育内容については，大学院教務委員会が中心となり，質の向上を図るべく継続的に取り組んでいる。 

 さらに，教育方法の質の向上改善に向けて，「ファカルティ・ディベロップメント推進事業専門部会」

と連携し，平成 19 年度より FD 推進事業の一つである FD ワークショップを実施している。 

 また，「院生による授業評価専門部会」では，院生による授業評価を毎学期実施し，アンケート結果

を各教員にフィードバックするとともに，その分析・評価と授業改善の具体策を「大学院生による授業

評価実施報告書」にまとめ，公表している（貼付資料院１－２－１）。 
 このように個々の教員は，FD，授業評価及びこれらの提言に基づいて授業の改善に努めている。さら

に，FD の一環として，より学校教育に密接した教育実践に資するため，学部・大学院の授業実践研究

を実施した成果を研究論考集「鳴門教育大学授業実践研究」にまとめている。こうした研究の成果が，

授業科目「教育実践研究」の開設に至った。 

 さらに，平成 19 年度からは，これらのシステムが教育の質の向上や改善に結びつけるシステムとし

て機能しているかを評価するため，評価委員会の下に，学外委員を含めた「教育評価部会」を設置する

とともに，評価を実施し，その評価結果をウェブページに公開している（１－４頁：貼付資料学１－２

１参照）。 
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資料院１－２－１ 「大学院生による授業評価実施報告書」（抜粋） 

  
（出典 「平成 18 年度 大学院生による授業評価実施報告書」）

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 
(水準)  期待される水準を上回る。 
(判断理由) 
 基本的組織の編成については，学校教育研究科の教育組織及び教員組織は，研究科の教育目的に即し

た構成となっており，教員配置についても，大学院設置基準を大きく上回っている。学生数については，

入学定員をやや下回っている。 

 教育内容，教育方法の改善に向けて取り組む体制については，大学院教務委員会の下に「大学院生に

よる授業評価専門部会」を設け授業評価を実施し，その結果を「大学院生による授業評価実施報告書」

として公表するとともに，FD 推進事業専門部会での検討に基づき FD ワークショップを実施するなど，

教育内容，教育方法の改善に努めている。さらに，教育内容，方法等の改善に資するための体制が機能

しているかを評価するための組織として，教育評価部会を設置した。 

また，より学校教育に密接した教育実践に資するため，学部・大学院の授業実践研究の成果を研究論

考集「鳴門教育大学授業実践研究」にまとめている。こうした教育・研究の成果を基に，平成 17 年度

に高度な実践的力量を育成することをねらいとして，「教育実践研究」を核とする教育課程に再編した。 

 以上のことから，「期待される水準を上回っている」と判断できる。 
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分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

(観点に係る状況) 
学校教育研究科においては，教育に関する専門職として必要な資質や能力の向上を図り，学校教育の

創造に主体的に取り組むことのできる高度な実践的力量を涵養することを目的として，教職基礎科目，

専門科目，教育実践研究及び課題研究が実践的力量の育成に貢献できるように教育課程を適切かつ体系

的に編成している（貼付資料院２－１－１）。 
 授業科目及びその内容については，バランスよく配分している（貼付資料院２－１－１，２）。 
 なお，研究科の授業科目については，「講義」，「演習」等の明確な区分は設けず，授業の内容に応じ

て適宜，有効且つ多様な授業形態をとっている。 
 また，必修科目と選択科目の配当についても，適切に配当している（貼付資料院２－１－３）。 
さらに，各々の授業の目的・主旨・計画・評価基準等の内容は，シラバスに明記し院生に周知してい

る。 
 
資料院２－１－１ 「授業科目の区分と内容」 

 
（出典 「平成 19 年度大学院履修の手引」）

 
 
資料院２－１－２ 「授業科目の区分別の単位」 

 
（出典 「平成 19 年度大学院履修の手引」）
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資料院２－１－３ 「開設授業科目，単位数，履修方法等」（教育課題研究等抜粋） 

（出典 「平成 19 年度大学院履修の手引」）

 
 
観点 学生や社会からの要請への対応  

 (観点に係る状況) 
学校教育研究科においては，院生の多様なニーズ

に対応した教育を実現するために，平成 17 年度から，

教育職員免許状取得を希望する院生のニーズに応え

るために，３年間の在学期間で，修士の学位取得及

び幼稚園・小学校・中学校のいずれかの教育職員免

許状の取得を可能にする「長期履修学生制度」を活

用した「学校教員養成プログラム」を開発・導入し

た。この制度による志願者及び入学者は貼付資料院

２－２－１のとおりである。 
また，所属する専攻・コースの科目履修に

加えて，専攻・コースを越えた科目履修（貼

付資料院２－１－３参照），学部授業の履修

を認めており，貼付資料院２－２－２のとお

り，約 24％の院生が学部の授業を履修してい

る。 

一方，社会からの要請に対応した教育を実

現するために，大学院設置基準第 14 条に基

づく昼夜開講制を制度化しており，履修状況

資料院２－２－１ 長期履修学生入学状況 

 
（出典 教務課資料：「長期履修学生入学状況」）

資料院２－２－２ 「大学院生の学部授業履修状況」 

（出典 教務課資料：「大学院生の学部授業履修状況」）
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は貼付資料院２－２－３に示すとおりである。 
また，聴講生・研究生・科目等履修生の受入制度を設けている（１－９頁：貼付資料学２－２－３参

照）。 

教育上有益と認める場合は，10 単位を超えない範囲で単位互換による認定（留学を含む），入学前の

既修得単位の認定制度を設け，修了要件として認定することができる。 

外国人留学生に対しては，「日本事情・日本文化」，「日本語Ⅰ」等の授業を開講している。 

 
資料院２－２－３ 「夜間授業履修状況」 

 
（出典 教務課資料：「夜間授業履修状況」） 

 
 
(２)分析項目の水準及びその判断理由 
(水準)  期待される水準を上回る。 
(判断理由) 
教育課程の編成については，教職基礎科目，専門科目，教育実践研究及び課題研究が実践的力量の育

成に貢献できるように適切に配置されており，学校教育の創造に主体的に取り組むことのできる高度な

実践的力量を養成するように教育課程を体系的に編成している。 

 一方，学生や社会からの要請への対応としては，昼夜開講，聴講生・研究生・科目等履修生の受入等

を制度化するほか，長期履修学生制度を活用した「学校教員養成プログラム」を開発し，過去３年間で

171 人（平成 17 年度 43 人，平成 18 年度 73 人，平成 19 年度 55 人）が利用している。 

また，専攻・コースを越えた科目履修や学部授業を 40 単位まで履修可能にするなどの整備をしてお

り，約 24％の院生が学部の授業を履修している。 

これらの取組から，教育目的を達成するための教育課程の編成を行い，社会のニーズを踏まえた長期

履修学生制度等が活用されている。 

以上のことから，「期待される水準を上回っている」と判断できる。
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分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 
学校教育研究科は，教育の専門職としての力量を総合的に養うため，授業科目については，「講義」，

「演習」，等の明確な区分は設けておらず，授業の内容に応じて適宜，有効かつ多様な授業形態を採っ

ている。授業の多くが受講生 10 人以下で編成されるため，少人数，かつ対話・討論形式授業が可能で

ある。 

学習指導法は授業内容（２－６頁：貼付資料院２－１－１参照）に応じて，次のような工夫を行って

いる。 
「専門科目」では，少人数教育の特性を活かすとともに，フィールドワーク，模擬授業，情報システ

ムの利用，地域連携型授業（貼付資料院３－１－１）など各科目の目的に合致した学習方法を採ってい

る。 
また，「教育実践研究」では，院生

が教育現場に赴き，現場の教員と協働

で課題解決にあたる実践的指導を行

っている。 

さらに「教育課題探究」では，課題

領域別にグループを編成し，少人数で

の講義と討論による授業を展開する

など，各々の内容に応じた工夫をして

いる。 

「課題研究」に当たっては，指導教

員が，院生の個別指導に係わる広範な

責任をもって指導を行い，修士論文に

ついては構想発表会・中間発表会等を

開催し，その際に指導教員以外の教員

からも指導・助言を受けることができ

る。 

 また，学位論文の精度を確かなもの

とするため，院生の了解のもとに，研

究成果を学術誌や学会で発表するよ

うに指導している。 

その他，院生を TA として毎年度約

40 人採用し，研究で培った知識・技

能を実践する機会を与えることで，自

己の研究を整理し，具体化するととも

に，教育的資質を育成することに役立

てている。 

なお，各授業科目について，シラバ

ス作成要領に基づいて授業の目標・計画並びに評価基準等が作成されている。シラバスは紙媒体とウェ

ブページにより公開し，院生は授業科目の選択及び学習準備，教員はガイダンス及び各授業の成績評価

の際に活用している。 

 
 

観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 
院生の主体的な学習を支援するために，次のような体制と環境を整備している。 
各授業担当教員はオフィスアワーを設定，その旨をシラバス等で周知し，授業に関する質問・相談を

資料院３－１－１ 「平成 19 年度大学院授業概要」 

     （四国遍路と地域文化） 

 

     

（出典 「平成 19 年度大学院授業概要」）
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受けており，また，指導教員によるきめ細やかな指導を行っている。 
また，専攻・コースごとに院生室を配置するとともに，高度情報研究教育センターをはじめ，各棟に

端末室（24 時間利用可）を，芸術棟には 40 室を超えるピアノ練習室（20 時まで利用可）を，図書館（22

時まで利用可）には研究個室やセミナー室をそれぞれ設置するなど便宜を図っている（貼付資料院３－

２－１）。さらに水曜の午後

は，自主学習時間を確保する

ために，可能な限り授業を開

講しないこととしている。 
その他，希望する院生には，

実技教育研究指導センター

において，能力に応じた補充

的指導を実施している。 
一方，単位の実質化を実現

するために，全学において，

前述の学習・研究指導体制及び学習環境の整備に加えて，授業目的及び成績評価基準をシラバスに明示

している。 
シラバスに授業の目的及び主旨・到達目標，授業計画（学習内容），履修上の注意事項，成績評価方

法，テキスト・参考文献を明記することで，履修選択の便宜及び予習・復習の促進を図っている。 
なお，院生は，評定と点数の相対的位置をウェブページで確認し，学びの成果を自己点検できるよう

になっている（貼付資料院３－２－２）。 
 

資料院３－２－２ 「在学生の方へ」ライブ・キャンパス（在学生専用） 

Academic Affair System 

 
（出典 ウェブページ〔「在学生の方へ」ライブ・キャンパス（在学生専用）

資料院３－２－１ 「図書館館内利用統計」（附属図書館資料） 

 
（出典 附属図書館資料：図書館内利用統計）
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(２)分析項目の水準及びその判断理由 
(水準)  期待される水準を上回る。 
(判断理由) 
授業形態の組み合わせと学習指導法の工夫については，教育の専門職養成という学校教育研究科の目

的に沿って，授業科目については，「講義」，「演習」等の明確な区分は設けず，授業の内容に応じて適

宜，有効かつ多様な授業形態を採っている。また，指導法においても，「専門科目」，「教育実践研究」，

「教育課題探究」それぞれにおいて，地域連携型授業，実習，フィールドワーク，模擬授業を取り入れ

た授業，現場教員との協働による実践的授業，少人数での講義と討論による授業等，授業内容に応じた

適切な指導方法を工夫している。 
 さらに，研究指導に当たっては，研究指導教員による指導に加えて，指導教員以外の教員からも指導・

助言を受ける体制を整備している。これらに加えて，センター教員による補充的な指導体制を整えてい

る。                          
 また，主体的な学習を促す取組については，授業担当教員に加え，研究指導教員による細やかな指導

を行うなど，個々の院生の履修に対する指導体制が整っている。学習・研究環境についても，自習のた

めの環境を十分に整備し，研究個室やセミナー室等の利用時間について便宜を図っている。 
 特に，「教育実践研究」等フィールドワーク型授業では，図書館セミナー室・研究個室等を使用する

自主学習が積極的に行われるなど，効果があがっている。 
 さらに，単位の実質化に向けて，水曜の午後は，自主学習時間を確保するために，可能な限り授業を

開講しないこととしている。また，前述の指導体制に加えて，シラバスで授業目的等の明確化を図ると

とともに，試験，レポート，授業への出席状況及び授業態度等を総合して評価を行い，単位の認定につ

いては目標達成度を５段階で評定している。このことは，シラバスに「成績評価方法」として明示して

いる。 
 以上のことから，「期待される水準を上回っている」と判断できる。 
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分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 
教育の成果は，大学院の単位修得，修了及び学

位取得，教育職員免許状一括申請件数，学生表彰

の状況から判断することができる。 
 単位認定については，合格であるＣ判定以上の

割合が 97％を超えている（貼付資料院４－１－

１）。 

 学位取得率については約 95％，教育職員免許状

一括申請件数については延べ 237 件であり，複数

の免許を申請している（貼付資料院４－１－２，

３）。 
 教育職員免許状以外の資格については，学校図

書館司書教諭，学芸員の資格，臨床心理士の受験

資格を取得している（１－９頁：貼付資料学２－

２－２参照）。 
 学生表彰については，４年間で 36 件である（貼

付資料院４－１－４）。 
 
 
 
 
 
 
 
資料院４－１－３ 「平成 19 年度教育職員免許状一括申請一覧表」（大学院） 

（出典 教務課資料：「平成 19 年度教育職員免許状一括申請一覧表」（大学院））

資料院４－１－１ 「平成 18 年度各授業科目区分

の成績評価」（大学院） 

 
（出典 教務課資料：「平成 18 年度各授業科目区分の成績評価」）

資料院４－１－２ 「平成 19 年度学位取得率」 

（修士課程） 

 
（出典 教務課資料：「平成 19 年度学位取得率」（修士課程））
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資料院４－１－４  大学院生表彰件数一覧及び表彰一覧（抜粋） 

 
（出典 学生課資料：「大学院生表彰件数及び表彰一覧（抜粋）」）

 
 
 
 
観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 
 平成 19 年 10 月に，既修了者に対して実施したアンケート結果では，「本学で学んだことの成果」に

対する設問「教育内容の理解度」については，「よい」「どちらかといえばよい」の肯定的意見が 70％，

「普通」が 20％以上で，合計して 95％以上の院生が，教育内容を理解している状況にある（貼付資料

院４－２－１）。 

 院生による授業評価については，個々の教員が分析・集計し，「授業評価実績報告書」としてまとめ

ている。学業の到達度や満足度に関する評価項目，「教師の実践力の育成に役に立つ内容であった」，「こ

の授業は，自分自身にとって満足できるものであった」については，概ね肯定的な意見が占めており，

その一事例として貼付資料院４－２－２を示す。 
 
資料院４－２－１ 「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」（大学院修了者） 

（平成 19 年 10 月実施） 

 
（出典 「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」（大学院修了者））
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資料院４－２－２ 「平成 18 年度大学院生による授業評価実績報告書」（抜粋） 

 
（出典 「平成 18 年度大学院生による授業評価実績報告書」）

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 
(水準)  期待される水準を上回る。 
(判断理由) 
院生が身に付けた学力や資質・能力について，単位認定については，合格であるＣ判定以上の割合

（97％），学位取得（取得率約 95％），教育職員免許状一括申請件数（申請者 119 人で 237 件申請）等

の状況から，教育の成果はあがっている。 

 教育職員免許状以外の資格については，学校図書館司書教諭，学芸員の資格，臨床心理士の受験資格

を取得する者もおり，院生の多様な教育ニーズに応えている。 

 学業の成果に関する院生の評価については，「既修了生に関するアンケート」「大学院生による授業評

価」「学生生活実態調査」において，概ね肯定的な回答を得ている。 

 以上のことから，「期待される水準を上回っている」と判断できる。 
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分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 修了後の進路の状況 

(観点に係る状況) 
 学校教育研究科修了生の進路・進学の状況は貼付資料院５－１－１に示すとおりである。法人化後の

平成 16 年度以降の，現職教員を除いた教員就職率は約 40％であるが，連合大学院博士課程等への進学

及び保育士，学校図書館司書教諭，臨床心理士等本学の教育の成果を活かした教職以外への職に就く者

もおり，院生の多様な教育ニーズに応えている。 
また，修了後の都道府県別教員就職先は，平成 16 年度以降の４年間では，関西，四国地域が中心で

ある（貼付資料院５－１－２）。 

なお，平成 20 年 3 月に，「長期履修学生制度」を活用した「学校教員養成プログラム」による第 1

期の院生が修了し，37 名中 30 名（81％）が教職に就いている。 
 

資料院５－１－１ 「大学院修了者の進路状況」 

（出典 学生課資料：「大学院修了者の進路状況」）

 
 
資料院５－１－２ 「学校教育研究科都道府県別教員就職状況」 

（出典 学生課資料「学校教育研究科都道府県別教員就職状況」）
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観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 
 平成 17 年１月及び平成 19 年 10 月に実施した，徳島県下の教育委員会教育長や公立学校長を対象と

したアンケート調査の結果，本学学校教育研究科修了生に対する「２年間学んできた教員を総合的に評

価すると，満足できるかどうか」との問に対し，「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の肯定的意

見が 68.2％である（貼付資料院５－２－１）。また，「総合的に評価して，教員として満足できる」と

の問に対し，「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の肯定的意見が，平成 19 年度は 66.1％と，比

較的高い評価を得ている（貼付資料院５－２－２）。 
 
資料院５－２－１ 「鳴門教育大学におけるこれまでの教育研究に関するアンケート」 

（平成 17 年 1 月実施） 

 

 
（出典 「鳴門教育大学におけるこれまでの教育研究の実施状況及び地域社会との連携状況等報告書」）

 
 
資料院５－２－２ 「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」（教育長・公立学校長） 

（平成 19 年 10 月実施） 

 

 
（出典 「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」（教育長・公立学校長））
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(２)分析項目の水準及びその判断理由  
(水準)  期待される水準を上回る。 
(判断理由) 

教育現場の多様なニーズに沿った幅広い教育を行っていることから，修了後の進路の状況は，現職

教員を除いた教員就職率は約 40％であるが，博士課程等への進学，保育士，学校図書館司書教諭及び

臨床心理士等，本学での教育の成果を活かした職に就くなど幅広く活躍している。 

また，「長期履修学生制度」を活用した「学校教員養成プログラム」による第１期修了生の教員就職

率は，81％と高い状況にあることから，本制度が機能しているといえる。 

関係者からの評価については，徳島県下の教育委員会教育長や公立学校長に対するアンケート調査

結果において，教員の資質や能力について概ね高い評価を得ている。これらのことから，本学の教育

大学としての目標を達成しており，教育面での成果があがっている。 

以上のことから，「期待される水準を上回る」と判断できる。 
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Ⅲ 質の向上度の判断 
 
①事例１「教育実践学を核とするカリキュラムの見直し」（分析項目Ⅱ） 
 

 (質の向上があったと判断する取組) 
院生に対して，より実践的で質の高い教育研究が行えるように，法人化以降大学院の科目区分と内容

を改編している（２－６頁：貼付資料院２－１－１参照）。改編の特徴は，理論と実践の融合を図り，

高度な実践的力量を育成するために，従来の科目区分は「基礎科目」と「専門科目」の２領域であった

が，平成 17 年度から「教職基礎科目」，「専門科目」，「教育実践研究」及び「課題研究」の４領域で構

成するカリキュラムへと改編した（２－６頁：貼付資料院２－１－２参照）。 
 平成 19 年 10 月に実施した修了生へのアンケート結果によると，平成 17 年度修了生（改編前）と比

較して，平成 18 年度修了生（改編後）の「大学教育への満足度」は高くなっており，本学のカリキュ

ラム改編への取り組みの成果が認められる（貼付資料院６－１－１）。 
 また，徳島県下の教育委員会教育長，公立学校長へのアンケートによると，平成 17 年１月の調査(貼

付資料院６－１－２)と，平成 19 年 10 月の調査（２－16 頁：貼付資料院５－２－２参照）の比較では，

設定した全ての項目で 19 年度の調査結果が上回っていることから，本学修了生の教員としての力量の

高まりを示す結果となっており，教育の成果があがっている。 

以上のことから，法人化以降現時点に至るまで高い教育水準を維持している。 

 
資料院６－１－１ 「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」（大学院修了者） 

（平成 19 年 10 月実施） 

 

 
（出典 「鳴門教育大学の教育等に関するアンケート集計」）
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資料院６－１－２ 「鳴門教育大学の教育についてのアンケート集計」（教育長・公立学校長） 

                （平成 17 年１月実施） 

             

 

（出典「鳴門教育大学の教育についてのアンケート集計」（教育長・公立学校長））

 
 
 
②事例２「長期履修学生制度の導入による教育」(分析項目Ⅱ) 

 
(質の向上があったと判断する取組) 
分析項目Ⅱでも述べたとおり，法人化後の平成 17 年度から，教育職員免許状取得を希望する院生の

ニーズに応えるために，３年間の在学期間で，修士の学位取得及び幼稚園・小学校・中学校のいずれか

の教育職員免許状の取得を可能にするために「長期履修学生制度」を活用した「学校教員養成プログラ

ム」を開発・導入している。 

この学校教員養成プログラムにおいては，３年間を通じた体系的かつ計画的なカリキュラム編成及び

実地教育の実施により，教育実践力を有する教員の養成を行うことができた。 

平成 20 年３月に，本制度の第１期修了生 37 名中 30 名（81％）が教員になっている。このように，

本取組は教育実践力のある学校教員としての資質を備え，かつ，教職に関する高度で専門的な知識を習

得することを目的に入学した院生のニーズに十分応えている。 

以上のことから，法人化以降現時点に至るまでの教育の質を向上させる優れた取り組みであるといえ

る。 
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